















































は百姓である間切役人に領地の支配を委ねた。間切役人はその子弟を総地頭である按司地頭、親方地頭の首里の屋敷（御殿、殿内）に首里奉公をさせ、読み書き算盤を学ばせる慣習が った。この機会に芸能も学んで組踊り、端踊りが地方に持ち帰えられた。また間切や村に村学校が作られ 近世後期には首里、那覇、泊の士族が派遣され、村学校の師匠が芸能を教えることもあった。近世からすでに首里や那覇で生活の成り立たなくなった士族が地方へ下って農業に従い そこで村人に芸能を教えることもあったが、一八七九（明治一二）年の廃藩置県で多くの士族が地方へ下り、芸能が伝えられる。また明治二、 三十年代に 御殿、殿内に所蔵されていた組踊りの台本を写して村々に売り、指導するかたちでも組踊り 端踊りが地方に広ま 。　
廃藩置県後に首里、那覇にとどまって生活の方便を求めた士族には芝居を興す者もいた。カマス掛





















































































































































































さらに「でかやう押し連れて」 「でかやう立ち戻ら」のいずれか、あるいはその変形を含めれば『小唄打聞』の 四つ竹」 「花見踊 もまたこの類型である。　





冠船における「女笠をどり」の出羽の「忍ぶ」も入羽の「戻る」もこれが三人で踊られたことからすれば、 「でかやう押し連れて 「でかやう立ち戻ら となる。女踊りに心情 表出をみ 近代に反して、近世の女踊りは極めて行動的であった。　
戌の冠船では 「女笠をどり （伊野波節） 」 「団躍 （作田） 」 が豊平子、 小禄里之子、 豊見城里之子の三人で、














































和久かすおどり」 （ 『薩陽往返記事』 ） 、 一八六七年の 「女
おとり
　

































































































































































































































































これは組踊り つ て述べたものであるが、多良間風と同様の爪先を立てる歩みは沖縄本 北部
端踊りにもかつては多くみられた。現在はわずかに名護市喜瀬、恩納村名嘉真の村踊りに伝えられるに過ぎないが、村踊りが外からの視線にさらされ、村踊りの伝承者が琉球舞踊を意識すること よって独特な歩みは琉球舞 のすり足に変えられる。
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牛節》の歌持では、舞台中央で正面へ向き直り、右足を斜め前に出して戻し、 ち直して左足を斜め前に出す（◎） 。これを「胴直り」という。 「四つ竹」 では一首目 上句の終わ 、二首目の歌持にも胴直り。Ｂで出る「金武節恩納節
（11
（
」 では 《金武節》 の歌持の最後に 〈つき〉 、
写真 4
30





































































」はＢのかたちで登場し、 《長恩納節》 《すき節》 《干
瀬節》 の歌持で出 中央手前でとまるとその場で両足を交互に出すこと 繰 返す （△） 。これを 「直す」といい地方との呼吸を合わせるのだという。 「はんたま」の《久米はん 前節》の歌持では右から正面に向き直り、体を に け 、同じく左に向け 左足を出し、正面を向けて右足を出し女立ち（逆） かたになる（◎） 。 「花踊り」の《仲順節》の歌持でも同じだが、正面
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前掲、 村踊りにおける女立ちの祖型資料 （ⓐ〜ⓙ） で◎とした型は、 名護市宮里 （ⓕ） と同市山入端 （ⓔ）
は立直りといい、名護市幸喜（ⓓ） 、恩納村名嘉真（ⓐ）は胴直り、名護市喜瀬（ⓗ）は座直り、名護市大兼久（ⓙ）はタチクチといい、
 恩納村恩納（ⓑ） 、同村瀬良垣（ⓒ） 、名護市大浦（ⓖ）には名















もその変形と考えられる。また名嘉真では「恩納節」の《金武節》 、 「白瀬節」の《花風節》 歌持に「左足を出して引き、右足を出して引く」胴直り（◎）がある。
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の右足を入れる胴直り（△）に続く型ともなる。この左右対称の動作で出した左足を引かずにそのままにすれば女立ちに近い姿勢になる。恩納（ⓑ）の◎、瀬良垣（ⓒ）の◎ ある。 、右、左あるいはその逆に足を出す喜瀬（ⓗ）の座直りと最後を正面に出す屋部（ⓘ） ◎はこの変形となる。体を左右にゆるから斜め右、左 足を出す、左 出した足を引かずに女立ちの姿勢になる、という順に変化したとも考えられるが確証はない。　
─宮里の「腰を深く落として体を左右にまわす」型は、瀬良垣（ⓒ）の「女踊」では宮里のあ
るいはに続く動作として左右ではなく左のみに行われる。同じく「女踊」 《久米阿嘉節》 、 「綛掛」の《さあさあ節》では歌のなかで「左へ向いて腰を落とし、体を右へ振って左へ戻し、右へ向いて同じ」という型（〇）があるが、歌持 行われ 点で性格が異な だろう。ただし宮里における戦前の立直りが正確に 記憶されていない 、がある は 続く は確言できない。　
後述するように、左足を大きく横に出して右足に重心を置く姿勢へのプロセスが次第に簡略にされ






















































































































































































































では「女立ちの姿勢」 （七六頁） 、 「女立ちとなる」 （一一六頁）など、女立ち 姿勢として捉えられ、
3（ 女立ちの成立






おける最初の右足である。すなわち右足を斜め前に出して引き、次に左 を斜め前に出して女立ちの姿勢にな 、という型 守良には伝わっていた立直りの感覚が戦後の琉球舞踊のなかで次第に失われていく。　
女立ちには立つという意味が強いために、それが休みの姿勢ではないことが強調される。村踊りが






































りの演技術が「悲や喜やの情感、其身振に依て充分発現せしむる心得なき為め怨るべきところに色動かず、哀むべきにぼん り然たる」 、つまり感情を表情や演技に表すものではなかったことが知られる。組踊 がこのような演技術で行われていたとすれば、さらに抽象性の高い舞踊の女踊りで、所作が直接的に女性を表現したわけがない。琉球舞踊では思い入れを大切にするが、その「思い」とは個としての女性の感情ではなく、おなり神に象徴される共同体的な女たちの「思い」であったはずである。すでに指摘したように女踊りの女性はおなり神としての女性であり、民俗のなかで行動する「連れ立つ女たちの風景」が本来の であってみれば、そこに個の が 現される余地はない。　
女踊りが近世の「連れ立つ女たちの風景」から近代の、個の心情を表現する女踊りに読み替えられ







































11） 『轟すくた』 （名護市数久田区、二〇〇七年）に「 『かしかき』は、南洋から戻って区長を務めていた大城森永が手ほどきをして昭和一八年に初上演したという」 （一七八頁） 。
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2（） 『丙寅冊封那覇演戯故事』 （尚家文書二五〇） 。
（
2（） 
池宮正治が「女踊り『かせかけ』雑記」 「恋人に会えない無聊を慰めるために、女は女の仕事であった機織に精を出す。しかし彼女がやるせない心の空白を埋めるべく打ち込めば打ち込むほど、遠い恋人が思われてならないのである」 （ 沖縄芸能文学論 光文堂企画出版部、一九八二年、五四頁）と述べる は近代の解釈である。
（
30） 



























































かぎやで風』 」 （ 『沖縄県立芸術大学








































































熊本藩御用絵師杉谷行直が一八三二年に江戸薩摩藩邸で描いた「琉球人坐楽之図」 （永青文庫蔵）の下絵である「琉球踊之図」 （熊本県立美術館蔵）には「団躍」に膝を突き出して歩む姿がみえる。少なくともすり足ではなく、多良間風に近い歩み 御冠船踊りの歩みであったことをわずかに窺わせる。拙稿「琉球使節の芸能を描く絵師─熊本藩御用絵師杉谷行直の場合」 （ 『沖縄県立芸術大学紀要』一八、二〇一〇年）一四五頁参照。
（
（4） 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































100） 『宮里の沿革』 （名護市宮里公民館、二〇〇四年）によれば、宮里の組踊りは「明治５年頃宮里に移住されて部落に村学校を開かれた、那覇久米村出身の有銘乗庸翁の教えによるも である」 （四〇八頁）とされる。村踊りではその伝播が組踊りについて語 れることがほとんどで、端踊りについては言及がない。
（
101） 































に決定されてゐる。…路行く時には立ち直ひの必要は無く、先 着く が目的であるから、女性を表す用も無い」 。後者が出羽の、現在の女立ちをさす。
